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破る誘導テンソル項fT (第 2 種核子流又は s c C) は弱磁気項 fw (WM) と比較して fT/fw=-(0.0'2 









次 iと示す通り，乙の実験で係数 α芋をこれまでの 4倍の精度で決定した。
αー二+ (0.0046 土 0.0054 )弱 /MeV( 128) 
α+ 二一( 0.2842 土 0.0097 )箔/MeV( 12N) 





土 0.011 )労/MeV を森田等の理論値と比較して， G-パリティを破る誘導テンソノレ項 fT を fT /fw 
二 (0 .1 5 土 0.05 )と決定した。この比は又今回の結果と C.S .Wu等及び、W.Kaina 等によるスペクト









いない事は1979年までに実験的に検証されていた。すなわち第二種流の形状因子 h は弱磁気項 fw と比









得られた差 (a_- α+) は第二種流がないとした今までの結果と誤差内で一致し，これを確認した意
義は大きい。しかしながら， fT 二 O とした森田達の理論値とは ( 12.6 土 4.4 )猪もの有為な差が新たに
明らかになった。乙の事実はfT/fw 二 0.15 の第二種流の存在， 又はfT=O ならば主要軸性ベクトル流
の形状因子 fA の核内での-13%程度の再規格化，又は核マトリックス時間成分の核構造依存性を意味し
ており，乙れを明らかにする必要がある事を初めて実験的に示した。
文この論文は原子核を弱相互作用や核子の電磁相互作用研究等のために，人工的には得られない微小試
験体として用いるときに，ここで測定した相関係数が良い指標となる事を実験的に示したものとしても
意義深い。
よって本研究は，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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